
建築 №8

件名 浴室床の修繕

内容

■ 工夫のポイント

1

2

3

4 衝撃吸収性
タイルなど硬い床などの場合、もしも転倒してしまうと重大な事故につ
ながる恐れがあったが、タイルより衝撃吸収性のある浴室用ビニル床シ
ートを採用したことにより、転倒した場合の衝撃緩和につながった。

施工事例

浴室の床タイルを浴室用ビニル床シートにて修繕した。

素肌接触温熱感
従来の床タイルでは、不快な床の冷たさを感じる事があったが、浴室用
ビニル床シートを採用したことより、素肌接触時に冷たく感じにくくな
った。

防滑性
浴室では、滑り・つまづきによる転倒事故が多く、特に高齢者にとって
は重大な事故になりかねない。
浴室用ビニル床シートを採用したことにより、床タイルで懸念されてい
た浴室利用時の滑りが解消された。

（管理者の感想）
　管理者から「滑らない」、「清掃しやすい」などの感想があった。

水はけ性
浴室使用時間が長く、夜間に床面を乾燥させていたが、水はけが悪くい
つまでも水分が残り、カビ、雑菌発生の原因となっていた。
浴室用ビニル床シートを採用したことより、水はけがよく、カビ、雑菌
が発生しにくくなった。

施工前 施工後 


	建2-02

